
○

 
平成１９年に特別支援教育制度がスタートし、特別支援学校（盲・聾・

養護学校）や小・中学校の特別支援学級だけでなく、幼稚園、小・中学校、
高等学校の通常の学級でも特別支援教育を行われるようになった。

・学校教育法（昭和２２年法律第２６号）＜抄＞

第８１条

 
幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校においては、

次項各号のいずれかに該当する幼児、児童及び生徒その他教育上特別の
支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対し、文部科学大臣の定めるところ
により、障害による学習上又は生活上の困難を克服するための教育を行う
ものとする。

１．高等学校における特別支援教育について１．高等学校における特別支援教育について

高等学校における特別支援教育の現状と課題について高等学校における特別支援教育の現状と課題について
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平成２０年度特別支援教育体制整備状況調査

２．高等学校における特別支援教育の現状２．高等学校における特別支援教育の現状

（１）高等学校における特別支援教育体制整備の状況について
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＜調査結果の概要＞

○ 体制整備は小・中学校に比べ遅れている

・校内委員会の設置
小学校

 
９９．０％

 
中学校

 
９４．７％

 
高等学校

 
７３．５％

・実態把握
小学校

 
９７．９％

 
中学校

 
９２．０％

 
高等学校

 
６３．６％

・特別支援教育コーディネーターの指名
小学校

 
９９．２％

 
中学校

 
９４．３％

 
高等学校

 
７１．１％

○ 特に私立高等学校においては、「校内委員会の設置」や「特別支援教育
コーディネーターの指名」といった基礎的な体制についても、整備が遅れ

ている。

・校内委員会の設置
国立

 
５５．６％

 
公立

 
８９．５％

 
私立

 
２６．６％

・特別支援教育コーディネーターの指名
国立

 
６１．１％

 
公立

 
８７．５％

 
私立

 
２２．３％
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○ 高等学校における発達障害のある生徒の在籍状況

＜都道府県で実施された調査結果の例＞

・長野県（対象：全ての県立高等学校。実施：平成１９年８月）

①医師による発達障害の診断のある生徒の割合
全日制

 
０．３％

 
定時制

 
２．７％

②特別な支援が必要な生徒数
全日制

 
０．５％

 
定時制

 
４．９％

・徳島県（対象：調査対象市町の全生徒数の約２４％を無作為抽出。実施：平成１８年９月）

特別な支援が必要な生徒の割合

 
２．６％

・大分県（対象：県内の全ての高等学校。実施：平成１８年１１月）

医師による発達障害の診断のある生徒の割合

 
０．３２％

（参考）平成１４年度の文部科学省調査
小・中学校の通常の学級に約６．３％の割合で発達障害と思われる児童生徒が在籍

（２）高等学校に在籍する発達障害のある生徒数
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○「特別支援教育の推進について（通知）」を発出し、特別支援教育の理念や
学校において取組が必要な事項等を提示（平成１９年４月）

○特別支援教育体制推進事業（平成１８年度から高等学校も対象、～平成１９年度）

○発達障害等支援・特別支援教育総合推進事業（平成２０年度～）

→高等学校も含めた特別支援教育の体制整備を推進
併せて「特別支援教育体制整備状況調査」を実施し、体制整備状況を把握
（高等学校は平成１８年度から調査を実施）

○高等学校における発達障害支援モデル事業（平成１９年度～）

→モデル校（現在、国公私立２５校）を指定し、発達障害のある生徒の支援の

ための実践的な研究を実施。研究成果を全国に発信予定。

（３）文部科学省の施策
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○実態把握

・ＹＧ性格検査、ＴＫ式テストバッテリーＭ２

 
等

○教育内容、授業等における支援

・少人数指導、ティーム・ティーチング
・特別支援教育支援員（学習支援員）の配置
・定期試験において別室受験、時間延長等の配慮

○就労支援

・ソーシャルスキルトレーニングやストレスマネジメント教育

○教員の研修

・ＬＤの擬似体験学習

「高等学校における発達障害支援モデル事業」のモデル校等における
取組内容の例

６



○入学試験における発達障害のある生徒への配慮の状況

・大多数の都道府県で必要に応じて配慮を行う方針を定めている

・実際に配慮を実施した事例がある都道府県は約半数

○入学試験における発達障害のある生徒に対し実施した配慮の例

（

 

（

 

）は配慮を行った生徒の障害種）

・別室受験（高機能自閉症、LD、ADHD、アスペルガー症候群等）

・試験時間の延長（ＬＤ）
・集団面接を個人面接で実施（自閉症）
・問題用紙の拡大（ＬＤ）

 
等

（４）入学試験における配慮について
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○高等学校における特別支援教育の推進体制の整備

○高等学校における発達障害のある生徒への教育支援の在り方

・入学試験の配慮
・生徒への指導
・進路指導

など

３．高等学校における特別支援教育の課題３．高等学校における特別支援教育の課題
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